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一般医療機器 採液針 JMDNコード 70324000 

 

SmarTip ニードルレスカニューラ 
再使用禁止 

 

 

250101 DC00143209 

【禁忌・禁止】 

＜使用方法＞ 
  

1.再使用禁止 

2.再滅菌禁止 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

 

＜原材料＞ 

カニューラ：MBS樹脂 

キャップ：ポリプロピレン 

 

 

【使用目的又は効果】 

本品は、バイアル及びアンプルから薬液を採取するために用いる機

器である。 

 

【使用方法等】 

（1）準備 

1.ブリスターパックを箱から取り出し、ブリスターパックを両手で開封

して製品の接続箇所を露出する。 

2.カニューラに注射筒を挿入後しっかりと嵌合させ、キャップからまっ

すぐにカニューラを引き抜く（下図）。 

 

〈注意〉注射筒を回転させながら引き抜かないこと。［カニューラがキ

ャップ内に残るため。］ 

 

（2）バイアル及びアンプルへのアクセス 

 

1.カニューラをバイアルに対し垂直に刺入し、薬剤を吸引する。 

〈注意〉バイアルに対し斜め方向からの刺入は避けるとともに、無理

に押し込まないこと。もし挿通しにくいときは、慎重に操作す

ること。［カニューラ先端部の折れ、曲がりの原因となり正常

に薬液が吸引できない恐れがあるため。］ 

2.アンプル口にカニューラを挿入し、薬剤を吸引する。必要に応じて

アンプルにカニューラを根元まで挿入したり、アンプルを傾けると

薬剤の吸引がやり易くなる。 

〈注意〉液量が少量のアンプルにアクセスするときは、カニューラを無

理に挿入しないこと。［ガラス片発生の原因となるため。］ 

 

【使用上の注意】 

1.重要な基本的注意 

●カニューラ先端部には、直接手を触れないこと。［刺入箇所が汚

染するおそれがあるため。］ 

●誤刺に注意すること。［本品の先端部（刺入部）に接触すると受傷

するおそれがあるため。］ 

●吸引操作の最中に、カニューラが注射筒から外れないように注意

すること。外れを未然に防止するため、カニューラへの接続は、ル

アーロック式の注射筒を推奨する。 

●本品にロック機構のある注射筒等を接続する時は、きつく締めす

ぎないように注意すること。［本品のネジ山が破損するおそれがあ

るため。］ 

●ボトルおよび輸液ラインのアクセスポートへの接続はしないこと。 

●本品はMR Safeであり、一般的なMR検査による影響はない。 

 
 
2.不具合・有害事象 

操作中に、以下の不具合・有害事象がまれにあらわれることがある

ので、異常が認められたら直ちに適切な処置をすること。 
 

重大な不具合 

薬液の損失 

 
重大な有害事象 

薬液へのガラス片の混入 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1.保管の条件 

室温下で、水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保管

すること。 

 
2.有効期間 

包装上に記載（自己認証（当社データ）による）。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：カーディナルヘルス株式会社 

カスタマーサポートセンター：0120-917-205 

 

外国製造業者名：Cardinal Health（カーディナルヘルス） 

国名：アメリカ合衆国 


